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　　≪３≫　環境管理責任者及び緊急連絡先

概要：◇樹脂製板を現場の用途に合わせてお客様へ提供致します。

　　　◇再生ポリエチレン/リサイクル製品(環境負荷低減型仮設資材)

　　　◇企画・販売・レンタルを中心に行っております。

規模：◇年間売上高・・・1億6.000万円

　　　◇従業員数・・・・6名

　　　◇本社延床面積・・58.35㎡

　Ⅰ　　組織の概要

　　≪１≫　事業所名及び代表者名

　　≪２≫　所在地等

　　≪４≫　事業の概要及び規模

　　事業所名：　株式会社　LINK PLANET

　　代表者：　　代表取締役　岡田　賢治

　　緊急連絡先：　　　080-4123-4146

　　環境管理責任者：　田中　一成

　　FAX番号：　03-3249-3886

　　電話番号：　03-3249-3885（代表）

　　所在地：　　〒103-0013　東京都中央区日本橋小網町7-8　6階



･環境マネジメントシステムに必要な経営資源を準備し投入する。

･管理責任者、事務局、環境責任者を任命する。

･環境方針を制定する。

･環境管理委員会を開催し、環境マネジメントシステム全体を見直す。

･環境マネジメントシステムを構築し、実施し、維持する。

･環境マネジメントシステムの実績を社長に報告する。

･環境活動レポートを作成し、公表する。

･環境マネジメントシステムにつき外部関係者と連絡をとる。

･管理責任者の指示により、環境活動実施計画を実施する。

･環境目標の達成状況を監視し、管理責任者に報告する。

･必要な是正処置又は予防処置を実施する。

･適用される環境関連法規制を尊守する。

･環境経営システム全体を評価し見直すために社長が開催する。

　　開催時間：毎年４月に定期開催し、必要に応じて臨時開催する。

　　出席者：　社長、管理責任者、事務局、その他社長が指名する物
環境管理委員会

社　　長

管理責任者

　Ⅱ　　登録対象範囲

　　≪１≫　環境経営組織図

役　割 主要な責任と権限

廃棄物責任者

省エネ責任者

社 長

環境管理委員会

環境管理責任者

省エネ責任者 廃棄物責任者



株式会社ＬＩＮＫ　ＰＬＡＮＥＴは、地球規模の保全が全人類の最重要課題の

一つである事を認識し、当社のリサイクル事業の活動において、環境負荷の

継続的低減に努め、持続的に発展できる経済社会の実現に寄与する事に邁進します。

株式会社ＬＩＮＫ　ＰＬＡＮＥＴは、プラスティックのリサイクル製品の

企画製造、販売、レンタルを行い、主に省資源化を目指した環境改善に邁進して

いますが、一方ではこの事業活動に伴うエネルギー消費によって環境に負荷を

与えています。ここに、全社一丸となって環境理念に基づき環境負荷の継続的

低減を推進するとともに環境保全活動に取り組みます。

1・ 当社の活動、製品及びサービスに係る環境関連法規、規制、条例及び当社が

同意するその他の要求事項を順守します。

2・ 当社の活動、製品及びサービスに関わる環境影響の中、次の項目を環境管理重点

テーマとして取り組みます。

(1)事務活動で利用する電気エネルギー及び燃料類の削減に努めます。

(2)資源の有効利用を図るため、紙の使用量の削減及び廃棄物の発生の低減と

　 リサイクルを推進します。

(3)製品の出荷からリサイクルに至るまでを考慮した、環境負荷低減型の製品企画

　 に努めます。

3・ この環境方針を達成するため、環境目標を設定し、全社を挙げて環境管理を

推進します。また、環境方針を定期的に見直し、必要に応じて改正を行います。

4・ この環境方針は全社員に周知します。

また、協力会社へも当社の環境活動への理解と協力を要請します。

改定：令和元年4月1日

制定：平成21年11月９日

株式会社LINKPLANET

代表取締役　岡田　賢治

　Ⅲ　　環境理念・方針

　◇環境理念

　 ◇環境経営方針



※基準値改定（令和元年度）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

5098 5045 4993

97% 96% 95%

8.6 8.42 8.34

96% 95% 94%

10143 10039 9934

97% 96% 95%

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、東京電力の平成27年度排出係数:0.5を使用

※水使用量は一般家庭の最低基準程度の利用（ビル管理の為詳細は不明）

実施期間

通年

通年

通年

通年

通年

通年

･クールビズ、ウォームビズの実施　･こまめな消灯

環境配慮型製品の販売促進

グリーン購入

水使用量の削減

廃棄物排出量の削減

ｶﾞｿﾘﾝ使用量の削減

電気使用量の削減

･3Ｒ:中央区の分別基準により徹底　･古紙の再資源化

･新商品の開発･代理店の獲得による販売強化･価格設定の見直し

･エコ事務用品購入の徹底

･こまめな節水

･エコドライブの実施　･公共交通機関の利用

主要な達成手段環境目標

　販売促進

　Ⅴ　　環境経営計画

グリーン購入の推進

(事務用品購入比率)

　環境配慮型製品の
百万円

％ 90％以上維持

243

100

Kg-CO2

ℓ

kWh

ℓ/百万円

水使用量の削減

電気使用量の削減

ガソリン使用量削減

(売上百万円当りの使用量)

二酸化炭素排出量合計

(換算管理値)

　紙ごみの最終処分

　排出量削減

-
節水の徹底

使用料が少量の為設定せず節水を実施

する

135（45ℓゴミ袋×3）

10457

200以上200以上

90％以上維持

使用量が少量の為目標値を設定せず節水を実施する

200以上

90％以上維持

3Ｒの徹底

45ℓゴミ袋廃棄（目標設定せず紙ごみ削減を徹底）

節水の徹底

8.87

（2157/243）

　Ⅳ　　環境経営目標

単位環境経営目標
基準値

令和元年

目標値

5256



7043 ※総排出量は環境への負荷の自己チェックで算出

○達成 した実績値(東電の平成29年度排出係数0.5)

5040 昨年同様にエコを意識し節電に社内全員が取り組めた。

○達成 来年度も取り組みを継続し目標達成を図る。

12.54 昨年に引き続き、公共機関の利用が少なくなり車を利用する回数が増えた

×未達成 次年度はガソリン使用量削減に徹底する

3Ｒを実施 中央区の分別基準を遵守し3Ｒは効果的であった。

○達成 次年度も継続する。

節水を実施 計画した節水活動は適切に実施された。

○達成 節水活動は次年度も継続する。

100% 年間目標を達成し、達成手段は効果的であった。

○達成 達成手段は次年度も継続する。

164

×未達成

オフィス事務の為火災・地震以外の緊急事態は特定できない。

防火・防災の取組みは、消防法の要求事項を遵守するとともにテナント

ビル管理者が実施する防火・防災訓練に参加。

　Ⅶ　　緊急事態の対応

　Ⅵ　　環境経営目標の実績

二酸化炭素総排出量

取組みと結果と評価･次年度の取組み実績目標値環境目標

10457kg-CO2

(換算管理値)

3Ｒの実施

8.78ℓ

電気使用量の削減

廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

(売上百万円当り)

※購入電力の二酸化炭素排出係数は、東京電力の令和4年公表の令和2年基礎排出係数:045を使用

減少傾向にあったイベント関係の受注が今だ回復せ

ず苦しい期間が続く。

5150kWh

ガソリン使用量削減

（単位百万円）

環境配慮型製品の販売促進

200以上

90％以上維持

節水の実施

グリーン購入の推進



環境関連法規の遵守状況をチェックした結果、適用される全ての法規制に違反は

無かった。又、近隣からの苦情・関係当局より環境関連の法律違反に関わる指摘、

指導等は過去４年間一切ありません。又、訴訟等も同様に有りません。

　Ⅷ　　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

遵守状況法的要求事項の内容及び基準求事項等

1，事業活動に伴って生じた廃棄物を自らの責任で適正処理

しなければならない。

2、再生利用等で減量に努めるとともに、その製品、容器が

廃棄物となった場合に、その適正処理が困難になることのな

いようにしなければならない。

3、国及び地方公共団体の施策に協力しなければならない

遵　守
廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律（廃棄物処理法）

遵　守

遵　守

遵守（延床面積は500㎡以

下、収容人数50人未満）

東京都中央区廃棄物の処理及

び再生利用に関する規則

1，小規模事業所の区収集に出す場合は、区の有料ごみ処理券

を適正に貼って出す。

2、一般廃棄物の処理を委託する場合は、都知事が許可した

一般廃棄物処理業者と委託処理契約書を取り交わす。この契

約書には、排出者、排出場所、廃棄物の種類と予定排出量、

契約期間、収集運搬料金及び処理料金の記載が必要。

1、自転車等を駐車または停車するときは、エンジンを停止

する（アイドリング・ストップ）義務があります。

2、管理する自転車等の運転者にアイドリング・ストップを遵

守させるため、適正な処置を行う義務があります。自転車の

台数には関係ありません。

東京都環境確保条例（アイド

リングストップ）

消防法

・収容人数50人以上、かつ延床面積500㎡未満の非特定消化

対象物（工場や事務所）では、次の基準により防火管理者を

選定しなければならない。

・防火対象物から走行距離20メートルいないに消火器を設置

し、定期的に点検を受ける。

・ビルのオーナーが選任した統括防火管理者が実施する消防

訓練に参加する。



前回見直しの

社長指示への

取組結果

環境経営

システムの変更

の必要性

　Ⅸ　　代表者による全体評価と見直し結果

環境経営目標の

 変更の必要は無い。

 達成手段の変更必要は無い。

変更の必要は無い。

 変更の必要は無い。

実施体制

環境経営計画

環境目標

環境経営方針

達成状況

の報告内容

管理責任者等
社長の評価及び指示

次年度の改善指示今年度の評価

昨年同様、社会においてコンプライア

ンスは重要な責任であることは全社員

理解し遵守していたことを評価する。

継続して遵守すること。

環境活動の徹底、節電、二酸化炭素の

排出量減少への対策へ、公共機関利用

の機会を増やし、環境への対策を徹底

する。

引き続き環境活動に努め、節電や燃料利用

を意識した。感染拡大が減少に向かい営業

活動を行う一方、感染対策から公共機関の

利用を避けたことも影響しガソリン使用量

が増加した。

全て指示通り実施し

た。

･要望等

外部からの苦情・要望

は無し。

特になし

環境への取り組みを計

画通り実施した。

環境関連法

規制の遵守状況

環境経営計画

の実施状況

是正処置･予防

処置の実施状況

外部からの苦情

目標達成を目指し実施

した。

遵守点検の結果、違反

は無かった。

継続し、環境問題への取組に社員一同

尽力すること。

環境目標数値は社内全員で取り組み達

成することができたと評価する

近隣への配慮を継続する事。
近隣から苦情がなかった事を評価す

る。

次年度では感染対策を行いながら、公

共機関を利用する機会を増やすととも

に、新製品開発へも引き続き尽力して

行うこと。

感染症対策から社用車での営業活動を

行う機会が多くなる年であった。現場

様の声を形にする新製品開発には特に

力を入れる年であった。

引き続き目標達成への活動を継続し環

境問題への取組を行う事

各担当責任者は目標達成を目指し活動

に取り組めていた。


